
ざ
し
全
国
レ
ベ
ル
の
運
動
に
な

り
、
今
後
は
国
の
関
係
省
庁
や

国
会
議
員
に
対
し
強
力
な
政
治

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

通
年
施
行
と
い
う

の
は
、
土

地
改
良
事
業

（
区画
整
理
等
）
 

を
夏
に
行
な
う
方
法
で
、
国
で

は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
の
米
 

佐々木市長 

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
始
ま
 

っ
た
米
生
産
調
整
（
減
反
）
 
で
 

（昭和33年9月10日第3種郵便特認可） 

行
な
わ
れ
て
い

る
「
圃
場
整
備

事
業
の
通
年
施

行
方
式
」
を
半

恒
久
制
度
に
し

た
い
、
と
佐
々

木
市
長
か
ら
東

北
市
長
会
を
通

じ
提
案
さ
れ
て

い
た
同
案
件
が

六
月
二
十
九
日

東
京
で
開
か
れ

た
全
国
市
長
会

で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
 

採
択
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
通

年
施
行
の
半
恒
 

，
久
制
度
化
を
め
 

藤 
米生産調整の奨励補助金もでる区画整理工事（梅田で） 

（青森県） 五 所 川 原 市 広 報

雪と費‘ー里 

昭和 47年 7 月 15日 	 284号 
毎月 1日・15日発行 一部 4 円

発行所 五所川原市役所 

ー
 
』
「

麟
 

夏
ノ
 そ

れ
は
太
陽
と
水
の
饗
宴
で
あ
る
 

ぎ
ら
ぎ
ら
燃
え
る
太
陽
 

光
り
を
散
ら
し
て
き
ら
め
く
水
 

し
ぷ
き
を
あ
げ
る
カ
ッ
パ
の
群
像
 

ど
っ
と
歓
声
が
湧
く
 

笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
 

太
陽
も
水
も
 

み
ん
な
カ
ッ
パ
の
友
達
だ
 

未
来
へ
の
躍
動
が
い
つ
か
し
ら
ず
 

た
く
ま
し
く
そ
こ
に
育
っ
て
い
る
 

限
り
な
い
魅
力
を
秘
め
て
 

”
】
一
」
”」
具
一
”
”"
”
証
”
一
”
”
熱
”
証
”
】
【
“
】
“
一
一
“
“
【
“
“
」
一
“
【
“
“
証
“

・
 

生
産
調
整
（
減
反
）
と
並
行
し
 

い
ま
す
。
 

て
行
な
う
場
合
は
、
単
純
休
耕
 

こ
の
た
め
佐
々
木
市
長
は
①
 

（
稲
の
作付
を
休
み
、
何
も
っ
 

圃
場
整
備
事
業
の
通
年
施
行
は

く
ら
な
い
）
と
同
額
の
奨
励
補
 

東
北
地
方
の
気
象
条
件
か
ら
事

助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
 

業
を
進
め
る
う
え
で
欠
く
こ
と

昭
和
四
十
六
年
度

（
四十
七
 

が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
 

年
度
も
同
額
）
は
、
基
準
反
収
 

②
米
の
需
給
も
当
面
調
整
（
 

六
百
キ
ロの
場
合

（
ーキ
ロ六
十
八
 

生
産
）
措
置
を
不
必
要
と
す
る

円
）
十
ァ
ー
ル
当
た
り
単
純
休
 

情
勢
も
考
え
ら
れ
な
い
、
 

耕
と
同
じ
四
万
八
百
円
の
奨
励
 

③
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
の

補
助
金
が
で
て
い
ま
す
。
 

地
域
性
か
ら
今
後
圃
場
整
備
事

と
こ
ろ
が
、
こ
の
通
年
施
行
 
業

を
欠
か
せ
な
い
な
ど
か
ら
「
1
 

の
奨
励
補
助
金
は
、
単
純
休
耕
 
力

年
の
米
生
産
調
整
（
単
純
休

と
同
じ
く
四
十
六
年
度
か
ら
四
 

耕
）
の
助
成
期
間
後
も
実
質
的

十
八
年
度
ま
で
の
三
R
年
で
あ
 

に
そ
れ
と
同
額
の
助
成
措
置
を

る
た
め
、
四
十
七
年
度
か
ら
向
 

継
続
実
施
し
て
、
通
年
施
行
が

こ
う
五
カ
年
に
集
中
す
る
市
の
 

抵
抗
な
く
行
な
え
る
ょ
う
制
度

圃
場
整
備
事
業
が
心
配
さ
れ
て
 

化
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
 

黒
星
病
広
が
る
 

薬
剤
散
布
を
急
げ
 

り
ん
ご
の
大
敵
「
黒
星
病
」
 

は
、
市
内
で
さ
ら
に
広
が
り
七

月
五
日
現
在
濃
密
、
準
濃
密
防

除
地
区
あ
わ
せ
て
全
栽
培
面
積

の
七
九
・
二
四
％
に
あ
た
る
七

百
七
十
五
紛
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
 

ま
た
蔓
延
の
原
因
と
も
な
る
 

「放
任
園
」
は
、
市
内
に
十
一
 

・

一
五
紛
も
あ
り
七
月
五
日
ま

で
に
こ
の
う
ち
四

・
六
七
分
の

六
百
二
十
五
木
が
切
り
倒
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
園
地

は
、
高
接
し
た
枝
を
重
点
に
総

点
検
し
早
期
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
、
す
で
に
発
生
し
た
園

地
は
他
地
区
へ
の
蔓
延
や
果
実

へ
の
被
害
を
く
い
と
め
る
た
め

七
月
中
、
下
旬
は
有
機
銅

（
四

〇
％
）
水
和
剤
六
百
倍
液
、
有

機
銅

（
三〇
％
）
 キ
ヤ
プ
タ
ン
 

（
二〇
％
）
水
和
剤
五
百
倍
液

を
二
回
散
布
し
、
変
更
後
の
防

除
暦
を
よ
く
み
て
徹
底
し
た
防

除
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 



あなたが開く 	~ 

なたの教室―- 

ー
 

でんわ⑤1414 

生活環境バトロール本部 

住 み よ し、 

環境づくりに 

②
 

地
元
民
の
自
主
的
な
奉
仕
活

動
で
行
な
っ
て
い
る
市
の
道
路

愛
護
運
動
は
、
八
年
目
を
む
か

え
こ
と
し
も
六
月
三
十
日
の
小

曲
を
皮
切
り
に
、
ひ
と
月
に
わ

た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
最
初
に
行
な
わ
れ
た

小
曲
で
は
、
九
十
人
の
地
元
民

が
ス
コ
 
ップ
を
手
に
午
前
五
時

三
十
分
か
ら
参
加
し
主
婦
や
男
 

の
人
に
混
っ
て

お
ば
あ
さ
ん
の

元
気
な
姿
も
見

え
ま
し
た
。
 

一
方
市
建
設

課
か
ら
は
、
ト

ラ
 ッ
ク
や
シ
ョ

ベ
ル
ロ
ー
ダ

ー
 

な
ど
の
車
両
七

台
と
十
三
人
の

職
員
が
、
指
揮

と
運
搬
係
の
側

面
援
護
で
す
。
 

激
励
に
か
け
つ

け
た
佐
々
木
市

長
は

「
良
い
道

路
づ
く
り
に
が

ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
励
ま

し
自
ら
ス
コ
 
ッ
 

一
ー
保
育
困
難
な

J
 

一ー
赤
ち

や
ん

を
一
 

市
内
上
平
井
町
に
あ
る

「
つ

ぼ
み
乳
児
院
」
は
児
童
福
祉
法

に
よ
る
乳
児
施
設
で
す
が
、
現

在
収
容
定
員
十
四
人
の
う
ち
四

人
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

当
院
は
、
 一
歳
未
満
の
新
生

児
か
ら
事
情
に
よ
っ
て
満
二
歳

ま
で
の
乳
幼
児
も
入
院
で
き
ま

す
の
で
，
次
に
該
当
す
る
場
合

は
市
福
祉
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

▽
両
親
の
病
気
や
死
亡
の
た

め
養
育
が
で
き
な
い
赤
ち
や
ん

▽
母
親
が
離
婚
し
た
り
、
親

が
伝
染
病
な
ど

の
病
気
で
感
染

の
お
そ
れ
が
あ
る
赤
ち
や
ん

▽
身
ょ
り
の
な
い
赤
ち
や
ん
 
 

プ
を
と
っ
て
、
部
落
民
と

一
体

と
な
り
ト
ラ
 ッ
ク
か
ら
お
ろ
さ

れ
る
砕
石
や
通
し
粕
を
路
面
に

敷
い

て
ゆ
き

ま
し

た
。
 こ
の

朝
、
部
落
の
通
り
に
敷
か
れ
た

砕
石
や
通
し
粕
は
約
九
十
立
方
 

M
で
、
き
れ
い
に
敷
か
れ
た
路

面
を
見
て
部
落
民
は
 「
こ
れ
か

ら
も
手
入
れ
し
て
行
き
ま
し
よ

う
」
 
と話
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
 

こ
れ
ま
で
、
北
海
道
だ
け
に

発
生
が
認
め
ら
れ
て
い
た

「
大

豆
燃
化
病
」
が
、
昨
年
本
県
に

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
大
豆
の
安
定
し
た
生
産
を

は
か
る
う
え
で
心
配
さ
れ
ま
す

こ
の
病
気
は
、
保
毒
ジ
ヤ
ガ

イ
モ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ア
．フ
ラ
ム
シ
の

媒
介
に

よ
っ
て
発
生
す
る
の
で

ア
ブ
ラ
ム
シ
全
般
を
対
象
に
薬

剤
を

散
布
し

て
く
だ
さ

い
。
 

昨
年
発
生
し
た
地
域
は
再
発
生

を
予
測
し
て
注
意
す
る
ほ
か
ジ

ヤ
ガ
イ
モ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ア
ブ
ラ
ム

シ
は
、
 マ
メ
科
牧
草
で
あ
る
ク

ロ
ー
バ
ー
類
に
寄
生

（
越
冬
）
 

市
中
×
 

公
民
館
が
 

昨
年
六
月
 

か
ら
開
設
 

し
て
い
る
 

「
あ
な
た
 

の
教
室
」
 

は
活
発
な
 

グ
ル
ー
プ
 

活
動
を
反
 

映
し
大
い
 

に
利
用
さ
 

れ
て
い
ま
 

す
。
 

「
あ
な
た
の
教
室
」
 
は
、こ

れ
ま
で
の
人
を
集
め
て
与
え
る

こ
と
か
ら
、
出
か
け
て
い
っ
て

応
じ
る
と
い
う
、
皆
さ
ん
が
開

く
教
室
で
す
。
 

例
え
ば
あ
る
団
体
か
ら

「〇

〇
教
室
」
を
開
き
た
い
、
と
い

ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

担
当
の
職
員
や
指
導
員
、
講
師

を
派
遣
し
皆
さ
ん
の
運
営
計
画

に
し
た
が
っ
て
開
か
れ
ま
す
。
 

昨
年
八
月
か
ら
こ
と
し
三
月

末
ま
で
の
八
カ
月
間
に
ス
ポ
ー
 

ッ
交
歓
会
や
卓
球
な
ど
の
各
種

ス
ポ
ー
ッ
か
ら
生
花
、
舞
踊
な

ど
の
教
室
が
二
十
四
種
目
に
わ

た
っ
て
百
六
十
六
回
開
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
間

「
あ
な
た
の

教
室
」
 
に参
加
し
た
市
民
は
の

べ
五
千
九
百
二
十
七
人
に
達
し

派
遣
さ
れ
た
講
師
は
一
般
と
市
 

す
る
の
で
、
牧
草
地
附
近
は
と

く
に
注
意
す
る
ほ
か
、
実
取
大

豆
、
枝
豆
に
も
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
 

防
除
の
対
策
と
し
て
は
、
大

豆
の
生
育
中
に
発
生
し
た
7
ブ

ラ
ム
シ
に
直
接
薬
剤
を
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。
 

使
用
す
る
薬
剤
は
サ
ヒ
ゾ
ン

水
和
剤
三
千
倍
液
ま
た
は
ス

、、、
 

チ
オ
ン
乳
剤
二
千
倍
液
を
そ
れ

ぞ
れ
十
ァ
ー
ル
当
た
り
百
五
十

拶
か
ら
百
八
十
膨
を
六
月
中
旬

か
ら
七
月
下
旬
ま
で
の
間
に
発

生
状
況
に
応
じ
て
二
回
ー
三
回

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

職
員
を
あ
わ
せ
百
九
十
六
人
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
 

結
婚
式
の
司
会
を
依
頼
さ
れ
た

り
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
集

い
か
ら
礼
法
や
着
物
の
着
付
な

ど
活
発
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
反

映
し
多
彩
に
わ
た
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん

の
な
か
で
、
ぜ
ひ
こ
れ

か
ら
実
施
し
た
い
も
の
、
習
い

た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
人

員
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
市
中

央
公
民
館
、
電
話
⑤
二
三
五
一
一

番

へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
う
ち

あ
わ
せ
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
 

県
民
体
育
大
会
 

出
場
者
を
募

集
 

第
二
十
七
回
市
町
村
対
抗
県

民
体
育
大
会
は
、
八
月
の
二
十

六
、
二
十
七
の
両
日
、
青
森
市

で
、
県
体
育
協
会
、
県
教
育
委

員
会
、
青
森
市
教
育
委
員
会
の

主
催
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
 

出
場
希
望
者
は
、
七
月
二
十
日

ま
で
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

太
陽
と
雪
の
課

（電
話
⑤
二
一

一
一
番
、
内
線
三
五
五
番
）

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

種
目
は
、
陸
上
競
技
、
軟
式

野
球
、
排
球
、
卓
球
、
寵
球
、
 

剣
道
、
相
撲
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ン
グ
、
 ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
水
泳
で
す
。
 

道
路
愛
護
運
動
 

小
曲
か
ら
始
ま
る
 

 

道路整備に汗を流す部落民（小曲で） 

 

農
事
情
報
 

大
豆
の
油
虫
発
生
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ご
み
は
文
化
の
 
「
バ
ロ
メ
ー
 

タ
ー
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

経
済
の
成
長
、
生
活
文
化
の
向

上
に
と
も
な
う
廃
棄
物
の
量
的

増
大
と
質
的
変
化
に
よ
っ
て
、
 

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

「
ご
み
 

」
 
の量
は
、
ひ
と
り

一
日
皿
山
『
 

千
g
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理

し
、
生
沃
一
 
境を
清
潔
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
公
害
の
防
止
と

公
衆
衛
生

の
向
上
を
は
か
る
目

的
か
ら
、
市
で
は

「
廃
棄物
の

処
理
及
び
済
掃
に
関
す
る
条
例
 

」
を
新
し
く
制
定
し
ま
し
た
。
 

こ
の
条
例
は
、
六
月
定
例
市

議
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
、
 

産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
事
業
者
の
処
理
責
任
が
明
確

に
さ
れ
る
な
ど
全
秦
十
一
条
か

ら
な
り
、
昭
和
三
十
年
に
制
定

さ
れ
た
「
市
清
掃
条
例
」
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
し
く
制
定
さ
れ
た
条
例
の

主
な
内
容
を
説
明
し
て
、
皆
さ
 

一
ー
野
外
植
物

ー

一
 

r

に
親
し

む
会
ー
一
 

第
五
回

「
五
所
川
原
市
民
野

外
植
物
に
親
し
む
会
」
は
、
七
 

③
 月
十
八
日

（
火）
午
後
五
時
か

ら
行
な
い
ま
す
。
参
加
す
る
人

は
、
メ
モ
帳
を
準
備
し
乾
橋
下

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
な
お

雨
天
で
も
決
行
し
ま
す
。
 

ん
の
理
解
あ
る
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
 
す
。
 

▽
処
理

区
域
が

拡
 

大
さ
れ

ま

す
 

こ
れ
ま
で
、
特
別
清
掃
地
域

で
あ
る
旧
市
内
だ
け
を

「
ご
み
 

」
処
理

の
対
象
と
し
た
が
、
新

市
域
も

新
し

く
対
象
と

な
り

処
理
区
域
が

拡
大

さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
新
市
域
は
当
面
は

家
庭
で
処
理
の
困
難
な
不
燃
物

の
収
集
か
ら
着
手
し
、
段
階
的

に

一
般
廃
棄
物
も
取
り
扱
い
ま
 

す
。
 

▽
廃
棄
物
の
定
義
 

及
び
区
分
…
第

2
条
 

「廃
棄
物
」
と
は
ご
み
、
粗

大
ご
み
、
燃
え
が
ら
、
汚
で
い

廃
油
、
ふ
ん
尿
、
廃
酸
、
廃
ァ

ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体
、
そ
の

他
不
用
物
を
い
い
ま
す
。
 

廃
棄
物
を
、
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
ず
る

「
産
業
廃
棄
物
」
 

と
そ
れ
以
外
の

「
家
庭
廃
棄
物
 

」
に
区
分
さ
れ

ま
す
。
 

▽
事
業
者

の
責
任
・
・
・
 

第

3
条
 

産
業
廃
棄
物

の
処
理
に
つ
い

て
は
、
事
業
者

の
処
理
責
任
が

明
確
に
さ
れ
、
 

自
ら
の
責
任
で

適
正
に
処
理
さ

れ
る
こ
と
。
 

製
品
、
容
器

等
に

つ
い
て
は

誇
大
」m記装
を
や

め
下
取
り
に
よ
 

市
で
は
こ
の

ほ
ど
民
生
委
員
 

（
児
童
委
員）
 

の
新
任
、
後
任

の
補
充
を
行
な

い
、
次
の
十
人

に
辞
令
を
交
付

し
ま
し
た
。
 

任
用
期
間
は

昭
和
四
十
六
年

十
一
一月
一
日
か
 

『
 

、
し
言
 
‘
  

J

く
 

る
回
収
、
容
器
の
再
利
用
に
よ

る
販
売
な
ど
、
そ
の
廃
棄
物
化

を
少
な
く
す
る
ょ
う
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
市
民
の
協
力
 

義
務
…
第

9
条
 

簡
単
に
処
分
で
き
る

「
ご
み
 

」
 
は
自
ら処
理
に
努
め
、
自
ら

処
理
で
き
な
い
 「
ご
み
」
 
は可

燃
物
と
不
燃
物
に
分
離
し
、
別

の
容
器
に
収
納
し
所
定
の
場
所

に
集
め
る
等
、
市
の
指
示
す
る

方
法
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
 

容
器
に
は
、
有
毒
性
、
危
険

性
、
悪
臭
、
そ
の
他
市
の
行
な

う
処
理
作
業
に
支
障
を
お
よ
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
混
入

し
な
い
こ
と
。
 

▽
清
潔

の
保
持

・
・
・

第

5
条
 

土
地
ま
た
は
建
筋
」の
占
有
者

は
、
当
該
地
に
面
す
る
歩
道
、
 

側
溝
の
清
掃
を
行
な
う
等
、
そ

の
清
潔
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
 

遺
棄
さ
れ
た
動
物
の
死
体
を
 

不法に棄てられたドラムカン（前田野目の山林でう 

ら

三
カ
年
で

十
 
カ

ッ
コ
内

は
担
当
区
で
す
▽
新
任
 
飛
島

忠
昭

（
松島
町
三
、
四
丁
目
）
 

斎
藤
万
之
丞
（
松
島
町
七
、
八

丁
目
）
小
山
未
治

（
東
町
）
山

【
 

川
芳
雄
（
新
宮
）
須
藤
と
し

（
 

鳥
森
）
松
沢
寛
（
新
宮
団
地
）
 

▽
後
任
 
新
谷
良
一
（
尻
無

太
刀
打
、
桃
崎
）
一
戸
賢
盛
（
 

広
田
）
竹
谷
一
吉
（
梅
田
）
工

藤
博
男
（
前
田
野
目
）
 
 

発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
市

長
に
届
け
出
る
こ
と
。
 
（
ほ
か

に
第
5
条
で
は
工
事
施
行
者
の

工
事
現
場
周
辺
の
整
理
、
公
衆

場
所
で
の
チ
ラ
シ
等
の
散
乱
防

止
、
大
掃
除
の
実
施
等
で
す
）
 

▽
不
法
投
棄
の
禁
 

止
…
第

1
0条
 

一
般
廃
棄
物
は
、
町
内
会
、
 

部
落
会
が
選
定
し
た
収
集
場
所

へ
集
め
道
路
、
下
水
路
、
河
川

そ
の
他
公
共
の
場
所
へ
の
投
棄

は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

産
業
廃
棄
物
は
、
可
燃
物
は

高
瀬
焼
却
場
、
不
燃
物
は
前
田

野
目
に
指
定
し
た
埋
立
地
以
外

へ
の
投
棄
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

青
年
の
主
張
 

横
田
さ

ん

講
演

市
の

「
国
連青
少
年
の
家
」
 

で
は
、
四
十
六
年
度
N
H
K

「
 

青
年
の
主
張
」
全
国
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
け
た
横
田
邦
子
さ

ん

（
東京
都
、
学
生
）
の
講
演

会
を
八
月
五
日
 
（
土
）午
後
一
一

時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
開
き

ま
す
。
 

横
田
さ
ん
は
、
外
国
で
の
生

活
に
も
経
験
が
あ
り
、
貴
重
な

お
話
し
を
聴
講
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
と
く
に
高
校
生
、
 

青
年

の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す

な
お
講
演
終
了
後
は
参
加
者

と
の
意
見
交
換
も
行
な
い
ま
す
 

県
サ
イ
ク
ル
会
長

に
佐
々
木
市

長
 

県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
は
、
 

先
ほ
ど
青
森
市
の
教
育
会
館
で

総
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
席
上

市
教
育
委
員
会
と
市
サ
イ
ク
リ

ン
グ
協
会
が
行
な
っ
て
い
る
市

民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
運
動
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
県
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
の
役
員
に
は
、
佐
々
木

市
長
以
下
市
内
の
関
係
者
が
多

数
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

▽
会
長
、
佐
々
木
栄
造
▽
副

会
長
、
成
田
不
二
雄
▽
専
務
理

事
、
三
国
日
出
夫
▽
理
事
、
境

谷
正
一
、
小
山
内
有
義
、
佐
々

木
清
広
、
浜
田
義
徳
、
沢
田
武

美
▽
事
務
局
長
、
神
正
良
 

「―補充民生委員―~ 
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高校生の 

税の作文募集 

△テーマ 税に関するもの

△応募資格 高校生 

△応募数と字数 1人 1編 

(3.000字以内） 

△しめきり 9月5日（火） 

△提出先 五所川原税務署

△表彰 優秀作品には賞状 

記念品を贈呈 

でんわ⑤ 4321 

市政ダイ ヤ ル 

その日の 

行事や予定は 

④ 

小
さ
く
う
す
 

黄
色

い
花
を
密
に

つ
け
て
群

れ
咲
く
さ

ま
は
見
事
で

す
。
 

葉
は
細
く
十

枚
ぐ

ら
い
輪

生
し

て
い
ま
す
。
和
名
の
由

来
は
松

葉
の
よ

う
に
細
い
葉
 

ク
私
た
ち

の
郷
土
五
所
川
原

の
歩
み
を
も
う
一

度
み
ん
な
で

見
な
お
そ
う

ク
と
市
立

「
郷
土

館
」
が
七

月
一

H
開
館
し

ま

し
た
。
 

市
立

「郷
土
館

」
と
い
う

の

は
、
五
所
川
原
周
辺
の
自

然
や

廉
史
、
産
業
、

文
化
の
移
り
変

わ
り
を
示
す
資
料
を

保
存
し

展

示
す
る
の
が
目
的
で

す
。
私
た

ち
の
祖
先
の
姿
を
ふ
り

か
え
り

未
来
を
考

え
市
民
ひ
と
り
ひ

と
 

原
野
で
普
通

に
見
る
こ

と

が
で
き
る
多

年
草
で

す
。
 
 

り
の
財
産
と
し

て
永
久
に

残
さ

れ
て
ゆ
く
皆
さ
ん

の
広
場
で

す
 

「
郷
土
館
」
が
設
け
ら
れ
た
 

の
は
、
市
民
文

化
会
館
二

階
の

第
三

集
会

室

で
、
総
展
示
数

は
約
九
百
点
で

す
。
 

展
示
室

の

一

角
に
は
、

い
ろ

り
に
薪
を
た
い
 

なつかしい民具も展示されています 

を
つ
け
河
原
に

生
え

て
い
る

こ
と
と
、
黄
色
い
花
を

咲
か

せ
る
と
こ
ろ
に
よ
り

ま
す
。
 

▽
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
 
（
ナ
 

(7
月
中
旬

1
7
月
下
旬

）
 

ば
れ
て
い
ま
し

た
。
秋
の
七

草
の
ひ

と
つ
と
し
て
親
し

ま

れ
て
い
た
植
物
で

も
あ
り
ま

す
。
河
原
な
ど
に
多
く
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
和
名
が

つ
 

く
 

た
こ
ろ
、
炉

の
天
井
に
さ
げ

た
 

「
ひ
だ
な
」
や
な

べ
、
か
ま
を

か
け
る

「
か
ぎ
の
は
な
」
、
そ

れ
に
炉
端
で
薪
を
割
る

「
ま
つ

わ
り
」
、
薪
の
か
わ
り
に
た
い

た

「
さ
る
け
」
も
当
時
そ
っ
く

り
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
「
あ
ん
ど

ん
」
か
ら

「
 

ち
よ
う
ち
ん
」
 
「
ラ
ンブ
」
と

明
り
「
ー？
二
を
表
わ
す
「
灯
の
 
 

う

つ
り
か
わ
り
」
、

さ
ま
ざ
ま

な
形
を
し
た
文
字
入
り
の
 
「
ト

ッ
ク
リ
の
い
ろ
い
ろ
」
 
の各

コ
 

ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。
 

と
く
に
、
明
治
三
十
年
代
に

着
用
さ
れ
、

県
内
で

現
存
し

て

い
る
の
は
珍
し
い
と
い
わ
れ
る
 

「
だ
て
げ
ら
」
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

ほ
か
に
、
農
耕
馬
時

代
、
馬
の
背

に
の
せ
た
 
「
ク
ラ
 

」
、

い
ま
の
耕
転
機
に
変
わ
っ

て
田
圃
の
耕
起
を
し

た

「
カ
ナ

ス
キ
」
 
か
らス
キ
、
ク
ワ
と
そ

の
時
代
時
代
に
使

わ
れ
て
き
た

農
具
も
展
示
場
の
一

角
を
飾
っ
 

・

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
開
館
し

た
当
日
、

古
文

書
か
ら

民
具
品
な
ど

五
百
点
近

い
展
示
品
を
提
供
さ

れ
た
市
内

湊
、
平
山
祐
三
郎
さ

ん
に
市
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

映
画

の
会
 

2
回
目

は
中
止
 

七
月
ニ
十
二
日
（

土
）
 
に
開

く
予
定
だ
っ

た
 
「
明
日
を
開
く

映
画
の
会
」
は
会

場
の
都
合
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
八

月
の
日
程
は
一
日

付

の
市
政

ニ

ユ
ー
ス
に
掲
載
し
ま
す
。
 

追
加
免
税
 

が
で

き
ま
す
 

り
ん
ご
の
 
「
黒星
病
」
 
で薬

剤
散
布
の

回
数
が
増
加
し

動
力

用
燃
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る

軽

油
が
こ
れ
ま
で
の
免
税
申
請
計

画
以
上
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は

追
加
免
税
措
置
が
で

き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

追
加
免
税
を
希
望
さ
れ
る
生

産
者
、
共
同
防
除
組
合
は
五
所

川
原
県
税
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
つ
か
し

い
 

民
芸
品
が

い
っ
ば

い
 

市
立
「
郷
土
館
」
開
く
 

▽
キ
パ
ナ
ノ
カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ
 
デ
シ

コ
科
）
。
古
い
時
代
に
 

(
7カ
ネ
科
）
。
河
原
と
か
 
は

単
に
 
「
ナ
デ
シ
コ
」
 
と呼
 

津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン

タ
ー
 

「灯」のうつりかわりコーナーもあります 

き
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
の
花
が

か
れ
ん
な
多
年
草
で
す
。
 

▽
ウ
ツ
ボ
グ
サ
 
（
シ
ソ
科
 

）
 
。
 
津
軽
で
は
ホ
イ
ド
ノ
マ

グ
ラ
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い

ま
す
。
花
穂
が
矢
を
入
れ
る

靭

（う

つ
ぼ
 

）
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か

旬
）
 
ら

和
名
が

つ

け
ら
れ
ま
し

の
ょ
い
草
地

に
多
く
生
え
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